
- 底極前後の穴?と、 左右2箇所
の爪ゆで、車体と固定します。

本床板 (シャーシ )部分を外して、動力ユこもノトに交換・装着してください。
キスノープロウは着脱可能です。 (カブラーポケットの溝に、爪をしっかりと掛けてください。) 

*EF2伐>. EF210. 0053などで憶、車体長が長いためカブラーの首割闘が充分にで曹ません。
重連軍経や、 ./1'カーブ. 8カーブ止では、連絡が不安定~:場倉煙車hり撃すので亡注怠〈ださい.

⑧電車・気動車忍び路面電車への動力ユ=ットの取り付け
・ rBトレインショーティー尊周・動力ユ=ット目・電車・気動車用」
もしくは『岡動力2ニット固・蕗薗電車用」を使用します。

，，--l~-寸 {四時晴一τ竺1寸 1 ・左右4箇所の爪ψで、車体
仁王~害す半，-1"-主完亘Eq と固定します.

円寸~主浜市百τ胃手出 店号ポオ計曹司市孔tコ， 1* ゆるい唱合には‘両面テープ 
L刑札胤Q凋 R ~限Q淵 限Q淵同H限Q加b汁-"1 などで国定してください.

斑イラストは「動力ユニット図電車・覧動車用 jです園 I動力ユニット白・路面電車用 I1こ 1 :1:前量的力ブラーはありません。
市床板 (シャーシ ) 部分を外して、動力ユニットに交換・装着してください。
*台車側面に、台車レリーフを取り付けてください。 
(追加ウェイト lま、 走行技況に応じて慣用してください。車内の空きスペースに 両面テープなどで固定します，)

⑧トレーラー(動力の無い車両)への台車の取り付け 
erBトレインショーティー専用・走行台車白』を使用します。
*台車部分を外して(床板は付けたまま ) 、走行台車をセン歩ーピン穴に装着してください。
本台車側面に、台車レリーフを取り付けてください。
*旧世イプ床板では、 台車の回転止めピンがあります。また、初代床板ではカブラー台座
と車輪止め用ピンがありますので、走行台車と当たる部分は切り取って使用してください。

$台車に取り付けた『台車レリーフ』が走行中に落下しないように、取り付けがゆるい禍合'
には篠着剤などを使用して固定して〈ださも%

$スカートのある先.車に、副カユニットや走行台車聾取り付ける鳩合は、スカート聾耳障り
外すか、または台車のカブラー留分を切り取ってから鶴濁してください.

*各種@吏.，←ツ信、 メーカー，自陣式によって取り付けが・い (aい}喝合もあり奮すので、 それ
ぞれ置益のうえ耳障噌付けて〈だきL、.またパーツによっては細工が必要なものもあります.

-・ヵュユヲト@畿倉には、車種によっては車体側の一旬tガラス，スカートなど}帯、副カユニット
の庫銀などを切り取る・の加ヱが必要な渇舎があります. 

eNゲージ用の線路、コントローラーなどは、別途ご用意ください。
ホ線路、コントローラ は、 各社の Nゲージ規格の製品が共通に使用できます。
ホ Nゲージにおける使用方法は、各社・ Nゲ ジの取り扱い説明書をご覧ください。

・走行条件によって、牽引できる車両の数は変わります。
*動力ユニット 1 台で、通常は4両程度を牽引(自車含む)することができます。
(勾配区間や急カーブのある線形では、牽引できる両数が制限されます。) 

.KATO製の動力ユニットを使用することもできます。
①機関車用・動力ユユッ卜 (スカートは取り外してください。)

|品番11 ・ 1031 ポケットライン用動力ユニット | 

*EF64o, DF50 , DD53など、車体裾の低い車両には装着できません。

本 11 ・ 1ωほ‘鴎入時にはカブラーポケットの肉倒にストッパー{プラ IJ 、片〉が入ってい宮すので、
必ずストッパーを取り外してから盤着して〈だ溶い.
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-パンタグラフの交換
本お好みの Nゲージ用パンヲグラフを別途お買い求めの上、交換してください。 

デリーンマツイPス・ 80-2:PSI3 ・置車パン'J1jラ7 

KATO:11-403 PS22:直茸・下梓吏量草川ン'J1jラ 7 Ijリーンマツヲス 80-3 : PT42 :薗車パン'J1jラ 7 

KATO :11-404, 11-420 PS16:.車内1'J1jラ7 Ijトンマツ1;:1.・ 80-5:PT43 :薗車パン聖タラフ 

H 1 1-420倍、 ..穴が4・由量種目 Z封臨し曹す. 1口 2ポイント : PT7 1C :シンヲ J~アーム・パンタデラ7

このほか、取り付けピンが縦2本方式の、各社・パン告グラフを取り付ける ζとができます。 

201o-9R 
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| 共通組み立て説明書 

A 注意
お買い上げのお客様へ必ずお読みください。

.本商品の対象年齢は 15才以上で弘対象年齢未満のお子憶には絶対に与え思いでくだ古い。
・小さな部晶があります。口の中には絶対に入れないでくだ古い。窒息芯どの危隙があ口ます。
.誤飲の危険がありますので‘ 3才未満のお子織には絶対に与え思いでください。
・ベースメーカーをと使用の方は、マグネッ トカブラー (通結器)を身体に近づけ芯いようご
注意ください。

・マグネット力プラー(連結器の飾品)は憧石を使用していますので、テレビ・時計・パソコン
などに近づけないでください。磁気で機能異常が起こる場合があります。

〈組み立てる時の注意〉
・取り付lオ部者保理主E方向に曲げたり引っ張った D しないでください。
.部品はプラスチック用ニッパー忽どできれいに切D取りましょう。切口取った後のフズは播ててくだ古い。
.部品の中には、やむをえす、とがった部分がありますので、気をつけて組み立ててください0
.シールは、必要な部分を切り按いて貼ってください。
.部晶の加工の際の刃物、工具などのと使用にあたっては、それぞれの取怨い説明書をよく
読んで正しく使用してください。 

eNゲージ鉄道横閣のパーツなどのご使用に串たっては、それぞれの取級い説明書をよく
読んで正しく使用してください。

《お買いよげのお客様へ》 不都合な点がございましたら、下記までお問い合わせください。

《電話受付先》 パンダイお客様相談センター

干初剖11 柏市量四季241-22 ナビダイヤル 0570-041-101 
.受何時間 10時 - 1 7時(祝日 .11苧害事仲車日を除く )
 

PHS . IP電話曹をご利用の方は04-円 46 -037 1 におかけください.


《商品・修理品送付先》 パンダイ 栃木修理・配送センター


干 321-0298 蛎木県下都賀郡壬生町おもちゃのまち 5-4-67


・宮業時間 10時 - 17開 (士、 目、視目 、 軍事害事休薫日を除く) 電話番号 1;1:古書織相臨センタ 其遇 

( 機関車用シ←シの組立て)

固 くシャーシの組立 1 >
*車輪押さえに、車輸をセットして床板を

合わせます。 カブラーポケット部 l土、


パチンとなるまでしっかり押し

込んでください。
 

調ド続勝鎗など車体細=カバーのある車両で 1%、台車レリーヲを取り付けでき意ぜん.
KATO:1 ト 401 PS14:薗草川ン'J1jラ7



E~.I!:"~団司~司

(1 号車) 

院恒国型担E 

( 2号車 )

①左右のガラスの前後|こブロックを取り付けます。

*ブロックの上下の向きに注意して、パチンと奥まではめ込んで

ください。 円一一一一一 
②屋根を取り付けます。 

i フロック~司p:ス l 

③妻板を取り付けます。

一」盆屋車艮後左ユ弦._r:þ関車!主蹟後三弦里山立l土竃~.) 

④左右の側面を取り付けます。 

⑤シャーシのつめに合わせて車体をかぶせます。 

(中間車は完成です。) 

⑥後尾車は後面を取り付けて完成です。

開園闘毒事~acl')D:l・H 

( 8 ・ 10 ・ 11 号車) 

図E国主血且温国I 
( 5 ・ 9号車 ) 

Eill同制措. 

(12号車)

側面左 

:010-9 



ES担当司=司・ 院恒t'~星空温DlI 

(3号車) (4号車)

(妻板について〉 

[lW~

妻板A 妻板E

銘板あり 低屋根ヲイプ
(スロネフE26 ) (力J 、フ E26)

日Dj rm日

妻板c 妻板D

銘板なし 銘板あり
(中間車・札幌寄り) (中間車・上野寄り)

主
妻板B


丸屋根ヲイプ

(マシE26)


代目カーの貼付け位置〕 tzzzぉ?おまと主主232722誌、鴻江おおふください。) 

EFS10(カシオベア色) 車体番号 EF510・509 

ヘッドマーク• 
@ 

ヘッドマーク

スロネフ E26

緩急車LED表示幕

園冨軍軍

カハフ E26・ 1

緩急車LED表示幕

・・・・・・・・E面面画面..-



Eif:lþû! GiM司

*取り付け部が固い場合があります。 その場合にはドライバーの

先などを利用して、しっかりと取り付けてください。

水取説に記載されている車両は、 パリ工 シヨン肉の 部です。 

E面パーツ I 屋根パーツなどは、車種・塗装によってセットされている

パ ツが異なりますのでご注意ください。 

E 冨霊童

連
軒 

*連結はできません。 A
V

時伊 〆 
( 実事の編成例 )ホ時期によって、編成や車体形状は変化していますのでご注意ください。

ダミー力プラー 

(先頭車正面などに使用します。 )

器
州

機関車 上野骨青森	 EF51 0-50 1-508-51 1 (北斗星色)、 509-510(力シオベア色)
出 2010年日月 24固まで、 EF8ト79-92-99も限定使用されていました。

青森幹函館 E079-1-4・ 7・ 10-14・ 18-20 

※ 2001 年まで E076-551 が使用されるとともありました。

函館特札幌 0051-1006 - 1054・ 1068-1083・ 1093-1095-1100・ 1102-1137- 1138 - 1140- 1143-114日 

※現在、 1006と 1008は廃車



--
車体番号 客車胴構 (E26系) 緩急車LED表示事

機関車 (EF510) 客車 ( E26系) e:n =:1'1 '26 力J 、7E26 

.n .円 ・・・・ ーーーーー
'酪1 引，，.ー 

..・・・圃 園田園田園

E27'::3C12 ".E2?':lO<' ..e: m:: (11:: ro:: 

'E27202 E27202 刊e fle; ne: ne 

-圏直・ ・・・置・
 
d 壬27.1 "・E27-1 

'E2 7 4Ql ε27.401 

民 EFB 1(靭園田宜)
ヲ <E27 田 1 "'o> E27 田1

盟.， 橿間車 (EF5 1 0)個面 ・

※509 ，510号櫨はカシオベア色、
その他は北斗星色。

ヘッドマーク 

@ 


